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108 明治錨灸大学F付属鉱灸センターの実態報告(第 1 報)

I はじめ に

昭和58年1 明治鍛灸大学は，製代医学と鍛灸医

学の有機的な関連をもった教育を行なうことによ

り，些かな医学知]Jmと高い教援を身につけた指導

的な人材を育成することを日的に設立された.そ

の後.銭灸治僚の適応、と禁忌を明らかにするため

に附属病院を11併rJ 62年に開設した さらに平成元

年 4 月には附属鍬灸セ ンターを病院に隣接させる

ことにより . 設立目的にそうべく両者の何機rr-Jな

述挑がはかられた。

現在，附属銭灸センターは附属病院と為、接な連

併を図り，鍛灸治療の適応と禁忌ならびに鯨灸治

療の効果についての検索を行なっているが， その

研究の一環として附属鎖灸センターの忠占の動態

の分析を行なっている

そこで.今回我々は平成兄年度の附属鉱灸セン

ターの忠者の動態について報告するとともに，附

属鉱灸センターの機構と機能ならひ'に附属病院と

の述携形態についてあわせて紹介する

E 附属鍛灸セン空ーの機構・機能

附属鍛灸センタ ーは主に東洋医学教室の教員が

スタッフ と なり品II営されている。東洋医学教室は

附属銭灸セ ンターの外来診療を担当するとともに，

附属病院各科にスタ y フを送り各科外来及び入院

患省の鎖灸治療を行ない.銀灸治僚の適応、やIlfl界

を IUI らかにするための臨床研究をilliめている

|午1I高鍬灸センターは， 臨床.教育，研究および東

西医学の融合の 4 つの機能を有している すなわ

ち.第 l は鍛灸の外来診療の場としての機能であ

り ， 第 2 は 3 年次， ならびに 4 年次の学生の臨床

実習の場としての機能である 附属鉱灸セ ンタ

における臨床実智は 3 年次後WIから 4 年次前期に

かけての J 1.lô l剖行なわれ， 診然から治療に至る基

本的なl臨床診断能力の修íflを目的としている ベッ

ドサイドでの臨床実習はこの他 4 年次の学外の附

属研修所実習，及び附属病院各科での実習におい

て行なわれている.また， 銭灸センターは . 3. 

4 年次の学生のほか研修鍬灸Gili ， 研究生，鍛灸教

員養成施設学生の臨床教育も行なっている 第 3

の機能は，臨床研究グループの編成により政忠あ

るいは症状別に臨床データを集結している なお.

鍛灸センタ ーの忠者は附ぽa病院で舵定診断を得る

ことを原Jlilとしている

;p; 4 の機能は東問医学の融合の場としての機能

であり，附属病院と提携し伺-.\1.'者を東西医学の

両而から診ることにより.現代医療における鉱灸

のより良いあり方の検討をilliめている .

回 附属鉱灸センタ と病院との関係

附h~銀灸センターと附属病院は密接な|弘l係をイョ

しており 。 誠灸センターから附属病院に対して ，

疾患の確定診断，銭灸治療のWJ巣判定の依額およ

び忠省の紹介等を1-1なう 附属病院の各科から誠

灸センターにま| して，制灸治療が適すると身えら

れる忠者の紹介が行なわれている 治療は銭灸 111

独治療あるいは西洋医学的治療との併用が行なわ

れている 誠灸治械は病院内でも各科ごとに疾患

を i制定して行なわれており ， また必裂があれば入

院患者に対しでも行なわれている.鍛灸センター

での治療は 10回を l クーノレとし l クール終了後

に紹介科に忠占を送り銀灸治療のWJJl:!判定を受け

るシステムをとっている

また，附!兵銀灸センターでの診療において病態

の不明なもの. あるいは鍛灸治lY.iの不適と恩われ

る忠者は適宣附属病院に紹介し，詳制な診察を受

けることになっている。

W 附属錨灸センターの治療方針

附j嵩鎖灸セン ターの越本的な方針は.現代 I~"(.:

的手法による診察と東洋医学的な診終によって東

西医学の両面lから病態を明らかにし，その上で治

療方針を決めることを原則としている 治依)j量|

の決定は，まず八綱弁柾による弁却を行ない.経

筋病， 外感病， 内傷病に分煩する 経筋病に|寓す

る，\1.\者については現代医学的な病態j~揮にもとっ

き問所あるいは周辺に治療点を求めたり，あるい

はI期連続絡上(侃経取穴など)に治療を行なう

一方，内倒病や外感病に属する患者については

臓1111 . 気血，経絡なとの弁日正法を用いてltIi終的な
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;iJ1 を決め.その上で*洋医学的治療方針を決定す

る(ぷ 1 参!!(o

V 平成元年度附属鋸灸センタ の患者動態

1 調査方遣と対象

対象は. 'F.成元年 4 月 l 口~、l'成 2 fl:3Jì3旧

までに来院した新'l\々省及び再来態省を対象とし. 

.è< 11.成 iôf l;且に来院した新山々者について来院した

J 1 別動態， 判 ~I) . 年令. -1:訴.向171， 病院各科カ〉

らの軒i介の状況. 病院各科への紹介の状況および

山首の地血分布別をコンピュ ターに入力 L. 集

計した。また， 平成元年}Jtの月 日 1I総患者数におい

てもあわせて調査した.

2 結果

1 ) mW1\.r.数

区11 は予成元年度の来院患者を月日1Iに分けたも

のである 年間lの出者数は合計7508名であり.段

高は平成2'1: 3 月の853名， 政低は平成元年 4 月

の158名で， 月日1)平均では626名であった 虫者数

の動態を兄ると" J J には458名の来院患者であっ

たが. 6 J 1 以降600名以上に庁I加した 手成 2 年

I Jlには507名にいったん減少したが. 3 Jlには

再び852;f，と大きく I由加した

表 1 明，畠鑓灸大学附属病灸セ ンターの方針

4 月~五月ならびに 1 fl に患荷数が少なかった

Dijrll としては . 4 月か ら 5 月は附属病院からの軒1

介法省が少なかったことと山繁}切にあたったこと

が考えられ. 1 月は当銭灸センターの所在地の冬

山!の気候(街宣;)による影科ではないかと思われ

る

2 ) 月日 1)新忠々者数

図 2 は平成元年度の月別の新'1\々者数を男女別

に分けたものである 年/lflの合計は778名であり，

松市は、l'成 2 年 3 月の 1 21 名. 最低は平成元年 S

JJ の377-，.月別平向は約65名であった。 "月から

5 J'I と 9 月から Il fJの新忠々者の減少の政由は.

太学所在地の周辺が位村地帯で兼業農家が多く .

同時期が良繁Jg)であったためにm者数が減少した

ものと.EJ.lわれる.また. 年間の新忠々者数の男女

比はほぼ閉じであった

3) 地域別出者数

図 3 Iま京I!ßfHの地区l上で本学所在地を中心に出

荷の地理分布を表した ものである 大学所在地

( 11 ，-'，町 1 01 ;f，)と周辺の市町J (岡部町 11 4 ;f， . 丹

桜H可75名，八木町64名 白間市61名， 和\1]IIIJ60名，

京北町J40名.美山田J39名)からの来院忠有が全体

の約68%を占め， 京都府全体では91%であった 。

附凶錨灸センタ での!Å本的 1.方針は，現代医学的手法による診察と点洋医学的な診察によ って点西医学の両而か
ら病態を叩l らかにする

1西洋E学的t.;1参集十一一「→甘属詞院で由確定量断

」ー西洋医学的右手病態把撞

経筋揖

巨豆至豆喜一八網弁鉦 タト感構

内傷鋼

ト-ー l 現代医学的措方針←寸

議iE
民開弁駐
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巨豆己

ー l 車洋医学的治療J
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また兵JljÏ. 大阪， 滋TI，奈良などの近畿 内のi事

距障[からの来院.mイ守も 9%みられた 以上のこと

から銭灸センターの来院忠者は遠隔地よりも近隣

からの来院が大多数を占めるという地以密ff型で

あることがわかった.

90 

70 

翌日

30 

図 1 平成元年度月百1)総患者数

4 ) 年蹴jjlJf.t\イ町一数

l刈 4 は新，[，々者を年代ごとに分けた年附~Jrドよ.l./可

数を示したものである 平成元年度は40.. r-. 50-l" 

代の熟年JUJがそれぞれ113名. 183名で. 60代. 70 

代の老年lUJがそれぞれ21<1名. 143名となり ， この

平成元' 1'1立白総f品者数を，来院した Jì別に分けたもので!年1川の合計は7508名.JJ 別、ド
品jでは. 626.f'，であった

1 50r -・現亡コ女
円

1 0 

議ー〈唖

図 2 平成元年度月別新患々者数

平成元年度目新忠々者数を月別に分けたもので。年1111の合計は 778名. n 別平陶では。
約65名であった



明治結灸医学耳11 1} : 107-117 (1990) 

兵庫県 23

大阪府 10

図 3 平成元年度新患々者地域別患者数

その他京都府 21

その他 19

覇権且県 l 

、 l'成元年度の新忠々者の住所地の合計を京航府を中心に表したもので， 周辺市町が全体の65%で京1111
Iff -t:体では91%であ勺 た

1II 



112 明治鈍灸大学附属錨灸セ ノターの実態報告(第 1 j唱)

年代の忠者が全体の84%を占めた 10-30代の忠

者は全体の 14%前後に留まっており守鎖灸治療出

者は比較的高齢者が多く司齢布の誠灸治!tiに長|

する関心の強さを税わせる紡架となった

5) 臓業別!心者数

図 5 は新 .'1' 々者の職業別分イTiである 本学がJ:Æ

250r 圃・ 現
21. 亡コ 立

2001 
守一寸

-議ー〈事正 1 5 

- 10 

(年令)
図 4 平成元年度新患々者年令叩l患者数

、l'成元年度の新患々占数を年令別に分けたもので，熟年掴lと老w山iをoわせると 84%の
来院忠君f があ った

20 

図 5 平成元年度新患々者職業別患者数

平成元年度の新出々者の上位 10の職業を示したもので， 全体では肉体労働を主とする忠
者が多く見られた
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労働を主とする患者が多かった. また， その他の

職業の rþに は. 教此， 公務員， 医師Z関係者， l'曽{E\，

低気・通信. 酪農等の広範な職業従事者が合まれ

第 7{} : 107ー 117 (1990) 

村地帯に所在している院日系で，農業が20% と最も

多く ， つづいて主婦(154%) ， 無職 ( 1 52%) . 

I]J務職( 10.4%) の順で多かった 全体では肉体

明治鈍灸医学
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ていた

6 ) 主訴別出現頻度

灸治僚が適応することを示唆するもの と与え られ

る . ま た，その他の主訴にはぷ 2 に Jl" す且II り.被

)f;外科系の侃みや ν ピレの{山にJiSi1iií ， ィ、l札 全身 Ii!

f2".L[1I昌弘野崎正. J 版部痛があり . さらには 1 j ,i: 

図 6 は新忠々者の主訴の l li現矧度を表したもの

であ る.脱1iií. Jn こり， 1il 1日!節 tîií ， 1陛下肢桁の町l

で主訴の 111現頻度が向 く ， 上位 10位までを全て痛

みを主とする運動器疾店が占めた . こ の ように，

運勤務疾むが多いことは. illi動指疾忠に虫、| して銀

例ではあ るが . JE附宮.陰tm縞. I眼 II l1 f1l. 1'1 hJi附

;ヰ もみ られた

7l tj主忠日 1 1 1i1 gt!日í J立

表 2 その他の主訴

平成元<1'1立の新忠々占の1:，，，の '1 'で小敵例をまとめたものである

監形外科系 その他

主訴名 置例数 主訴名 症例数

上阪痛 日 耳鳴り 1 1 

下肢痛 自 頻尿 6 

背部痛 9 曜白運和感 5 

腰嘗部痛 B 呂 田連和感 5 

手関節痛 6 厨麻揮 3 

手のシピレ 5 轟閉 2 

下組制痛 5 雛聴 2 

足関節痛 5 在尿 2 

上腕部痛 4 近視 2 

大腿部痛 4 生理平順 2 

足のシ ピレ 3 
l 症例町広か由特異的広主訴

上肢のシピレ 3 
l 手由指田痛み手足の冷え 関部のほてり

上肢のだるさ 2 
言語障害揖保蹟町かゆみ 陸部痛

内科系
園田チィック 眼出血慣視且切れ

頭痛 1 1 
イ フ イフ 園陸 マブタ IJ)下垂下痢

不眠 7 
排毘障害金陰部不怯畢視力障害

全身倦車 7 
目前胸部痛噛且 胸部運和感翻面部痛

上腹部痛 6 

胸部痛 5 

片障揮 5 

心下部痛 4 

;l!摩 3 

胃のもたれ 2 

便酪 2 
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|刈 7 は疾'1\ \) 11の il r!lJMH立を示 し たものである

変形制庁別fl!llË (19%) . 筋々脱性11要絹( 16% ) ‘ 

¥ jl則前]品j lJt l炎 (8 %) . 変Jf3 !'I : J接関節 j，i' (8%) 

といった'，'1. ， 軟部組織の~!心が多 く f ぷ 3 に示

す務ff3外科系のその他の侠!.i\もあわせると務形外

科に属するrÆ忠は82%を占め. .:1 :訴同僚にえli動~~

狭山、の銭灸の適応が多い こ とを:mわせた。

表 3 その他の主訴

しかしながら。 表 3 に不すよう に辺助(，örÆ 'll以

外のその他の~忠も多く，多様な疾忠に対して鍛

灸治療が行なわれたことを示している 特に本鍛

平成元年!止の11，忠々I'iの疾!品の中で小数例をまとめたものである

整形外科系 内科系

喪恩名 集車数 症患名 疾患量

層部神経根症 1 6 脳革中田撞週霊 4 

頭部神経損症 1 1 胃畳 3 

腰部椎間額叫二y B 胃，貴11 2 

RA  7 へルベス 2 

腰椎椎間板症 6 アトピー性直膚畳 2 

外側上栢貴 5 高血圧 2 

腰椎スベ リ症 5 不眠霊 2 

頚肩腕症候群 4 気菅主唱且 2 

骨組慰霊 4 脳動脈硬化 z 

頚椎権問塩症 3 SMON 2 

腰部~挫 3 そ白地由商名

上腕二頭筋畏頑固貴 3 I 曙音性雛聴 5 

腰部脊柱菅挟窄 3 噌調異常串霊 4 

頭部捻挫 2 顔面神経醇聾 4 

手担菅症候群 2 胃癌術撞愁訴 3 

握動症候群 2 神経因性務院 3 

内骨l上願克 2 剛立臨畳 3 

蛮形性股関節症 2 1 在庫症 3 

肋間神経痛 2 近視 2 

l 症例に見る椅異的は寵思

ジャンパー膝 狭窄性随鞘貴顕椎OP，桂覇権圧迫骨折 頚椎碓縦靭帯骨化霊

顕椎損傷 顎関節症大腿骨翻部骨折後町痛み 1>尭性唖化症耳尾症候群

梨:t!:筋症候群肝被能障害ヘルパス脳査 甲状腺機能克進症上室性顕服

サルコイド シス 捜旧性心筋梗塞 肺気腫 自肩車購性神経克連合弁醜症

，骨車神経昨海 道走官 事LJ!i切除後田上肢浮腫 肺癌による痛み

高安痛 角膜へ J[.. /'{ス 眼球結旗出血
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図 8 平成元年度新車々者紹介患者数

、1三成兄WIJtの新山々者の疾wの中で病院によ り紹介を受けた忠昔を茜科ごとに分けたも砲で.

治療対象は幣11:'外科，麻酔科はJ:にF事前iであ っ たが，その他は当該~X忠の主症状および疾出に
随伴したイ、定怯訴であった

灸センターは病院に隣接している関係で喉政見常

感1，[. 胃 1~?j術後愁訴，神経kSl性肪l抗. 多発宇i 磁化

昂i~ . 臨~I日刊 心筋艇Jι 辿合弁IJ真症等の疾.1;1;~のごi'l在

状や疾且1に随伴して出現した不定愁訴に対しても

鍛灸治療が行なわれてお り ， 今夜臨床デー タの集

積により拶1)*が確認さ れれば錨灸治療の適応の拡

大が期待できるものと与えられる

8 )軒i介!11.(;数

図 8 は病院からの紹介忠者を表したものである

務Jf~外科からの紹介忠省が一番多く ( 20% ) .つ

いで内科 (11%) .外科 (3 %)の順である な

お平成元年伎の新山々者の内39%が病院からの粁!

介忠占であった.それらの栴介出者の治療がl象は，

鞍形外科 ・ 麻酔科は主に終痛であったが. 内科，

外科句耳t\\ 1I問喉科，泌尿7，官科からの紹介忠おの1fî

彼女、I象は. 、可該事長!l\の主 li主状および疾店、に随伴し

た不定怒訴であった.

W 考察

本紙灸センタ ー は， 平成元年に附属病院に隣後

して;m:iù: され， 附属病院と有機的な/'</係を維持し

ながら鍬灸治療の適応と l限界について検討を:illiめ

ている その研究の環として今回孜々は、l'成元

叫 I且の米院!1:者の動態を分析することにした.

平成元年度の総忠者数は7508名.新止1々拘は77

8:?'，であり円当たり約31?'，であった. また，

~fr '.þ.々者を百rrw由日1/で見ると大学近隣の市IItlより

の来院が全体の68%を占める結果となったが， こ

れは米l涜忠拘の60%以上が治療所の30km以内の.Q.~

I'íであったと報告している森山けらのw京におけ

る ~~If'iより多く，このことは本学附属鉱灸センタ ー

が山JiU1~~に lî'irE している立地条例のために施設の

J肝心する地岐により持;接した If~で成り立っている

ことを示している

次に!品者を司令日1/に見ると 1 熟年--l!';frJUlが全

体の84%を占めた 特に60-70才代の名年lUl の!.ll

必がvi山々省の46%を占めており . 銭灸治!l!の.t

たる治!ñ対象が中 ・ 高年の労働人口であるとの阿

隣町の柑告とは若下異なる結果となった.これは.

六学周辺はl足村地域であり。人口の高的手?の;明l合
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が都心に比べて多いという地域刊 の判 l速にもとず

くもの と Jfえられる 今後は ， ~~l!YJ以外の若年

間に対する賊灸の啓蒙の必要性があると唱えられ

る

次にl:訴守 病名では痛みを E訴とした n ・ 軟郎

副l織の防汚すなわち王li動部系の，'H者が上íiiに見ら

れる 1 '， 1 1 1 3) らの報告によると ITlí 平11 59年の êAJ主催

w訓引において鍛灸治療の lþで ー訴の適応日zとし

てあげられる腰痛でさえも錨灸治療を受けなかっ

た忠何が全体の80%に見られたとしている この

傾向が現イ1 においても続いているとするならば

今後これらの痛みで悩む忠省の鎖灸への山併を深

めさせるよう な白よりー居の努力が各臨休施設に

求められる

また，鋭灸治療は乱jiftlJ器系疾'1:以外の Eよ斥 ， 疾

病に刻しても行なわれているが， 特に本鍬灸セ ン

タ ーでは附凶病院との.iili挑により多極の疾忠や E

訴が銀灸治療の対象となっている 。 これらの疾患

に対する治療H的は疾患の1'.1;[状や疾忠に随伴し

て起こった不定愁訴に対するものであり ， これを

il1iして併科疾患の鍛灸治療の迎応を l切らかにする

ことを倹討している . このことは，本学の設立目

的の l つであり ， 今後手守疾i主における症例lをl目や

し. 銭灸治療の適応と限界をlりj らかに してゆく 15

量|である

また 。 鎖灸治jf，(の適応の鉱大をはかるill!Jきが平

成A年の厚生E白 j 1 t 4 )に見られており， r シ Jレバー

サイエンス研究明業」の '1'で東洋医学の特性(生
体の生時的恒常性の維符.回復を一義的に考える

治療体系)を生かしておl綿布に過した医療を臨す

するという目的で誠灸. 漢方薬の研究が 一項口に

あげられている 将来の銀灸治療分野の拡大に向

けて lりl るい材料になるものと期待したい
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